
 

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
化

す
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
７
月
７

日
国
連
「
交
渉
会
議
」
で
１
２
２
カ
国

の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
６
月
１５
日

～
２０
日
、
山
本
樹
事
務
局
員
が
こ
の
国

連
会
議
を
励
ま
す
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
Ｎ

Ｙ
）
行
動
に
参
加
。
以
下
は
、
歴
史
が

動
い
た
現
場
報
告
。 

 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
交
渉
の
議
場

で
は
、
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
大

国
と
は
呼
べ
な
い
国
や
市
民
社
会
代

表
が
次
々
と
核
兵
器
の
非
人
道
性
と

そ
の
廃
絶
を
訴
え
ま
し
た
。
議
事
終

了
後
に
は
エ
レ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
議
長

自
ら
被
爆
者
の
手
か
ら
核
兵
器
廃
絶

を
求
め
る
国
際
署
名
の
目
録
を
受
け

取
る
な
ど
、
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

の
実
現
へ
国
際
社
会
が
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
場
に
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
が
出
席
し

て
い
な
い
こ
と
が
本
当
に
残
念
で
仕

方
が
な
か
っ
た
で
す
。 

 

傍
聴
後
の
講
演
会
で
、
元
国
連
軍

縮
問
題
担
当
上
級
代
表
の
セ
ル
ジ

オ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
さ
ん
は
「
１
０
０

年
前
は
植
民
地
侵
略
す
る
こ
と
も
奴

隷
を
所
有
す
る
こ
と
も
権
利
だ
っ
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
そ
れ
ら
が
違
法

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
運
動
が 

勝
ち
取
っ
て
き
た
成
果
」
と
し
て 

「
核
保
有
国
や
同
盟
諸
国
に
と
っ
て 

   

は
国
内
で
の
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
た

運
動
が
一
番
の
脅
威
と
な
る
」
と
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
は
市
民

運
動
の
活
躍
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

「
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
女
性
行

進
」
で
は
、
性
別
、
世
代
、
人
種
、

民
族
、
信
仰
な
ど
多
種
多
様
な
属
性

を
持
つ
世
界
中
の
人
達
が
大
雨
す
ら

楽
し
む
雰
囲
気
で
Ｎ
Ｙ
の
街
を
核
廃

絶
を
訴
え
て
歩
き
ま
し
た
。 

 

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て
活
動
す
る

世
界
中
の
市
民
が
参
加
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
運
動

に
つ
い
て
、
「
人
種
差
別
問
題
、
反

戦
運
動
、
自
然
保
護
、
貧
困
問
題
な

ど
今
日
の
人
類
が
抱
え
る
様
々
な
課

題
と
関
連
さ
せ
て
広
範
な
人
達
と
一

緒
に
核
廃
絶
運
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
」
と
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

一
緒
に
参
加
し
た
千
葉
の
学
生
が

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
共
感
し
、
「
核

兵
器
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
貧
困
、
差
別
、

教
育
問
題
な
ど
全
て
関
連
し
て
い
る
。

平
和
は
、
人
間
に
と
っ
て
根
源
的
な

も
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
を
守
る
活

動
を
僕
も
し
て
み
た
い
」
と
語
り
、

平
和
委
員
会
に
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
採
択
さ

れ
た
後
は
、
条
約
発
効
に
向
け
た
調 

印
・
批
准
を
求
め
る
運
動
が
起
き
ま

す
。
そ
の
と
き
、
唯
一
の
被
爆
国
で 

あ
る
日
本
の
政
府
は
ど
の
よ
う
な
態 

度
を
と
る
べ
き
か
、
日
本
の
一
人
ひ 

と
り
に
よ
る
意
思
表
示
が
大
き
く
影

響
を
与
え

ま
す
。 

「
核
兵

器
の
な
い

世
界
」
の

実
現
に
向

け
、
僕
も

こ
れ
か
ら

が
ん
ば
っ

て
い
き
た

い
で
す
。 

  
 

 
 

《
山
本 

樹
事
務
局
員
》 

 

 

６
月
３０
日
昼
、
柏
原
市
役
所
前
で

出
発
集
会
が
開
か
れ
、
国
連
で
核
兵

器
禁
止
条
約
が
論
議
中
と
い
う
こ
と

も
あ
り
３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
と

な
り
ま
し
た
。 

集
会
後
、
玉
置
大
阪
平
和
委
員
会

副
理
事
長
な
ど
府
内
通
し
行
進
者
１４

人
を
先
頭
に
参
加
者
は
東
大
阪
市
役

所
ま
で
元
気
よ
く
「
核
兵
器
禁
止
条

約
の
締
結
を
」
「
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
の
成
功
を
」
な
ど
訴
え
て
歩
き

ま
し
た
。 

八
尾
市
役
所
の
引
継
ぎ
集
会
で
は
、

八
尾
平
和
委
員
会
奥
村
事
務
局
長
が
八

尾
を
代
表
し
て
連
帯
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

 

７
月
７
日
ま
で
平
和
行
進
は
幹
線
と

網
の
目
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
通
過

し
、
池
田
市
に
到
達
し
、
兵
庫
県
に
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。 

 

           

 

◇
総
会
当
日
入
会
１０
人
◇ 

６
月
２９
日
夜
、
都
島
平
和
委
員
会

（
都
島
平
和
の
会
）
の
再
開
総
会
が
、

４
月
か
ら
３
回
の
準
備
会
を
経
て
開

催
さ
れ
３１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

会
長
に
は
上
野
と
き
子
さ
ん
、
副

会
長
に
は
田
中
邦
夫
さ
ん
と
藤
永
の

ぶ
よ
さ
ん
、
事
務
局
長
に
は
鳥
居
和

民
さ
ん
、
財
政
に
は
山
口
須
磨
子
さ

ん
が
選
ば
れ
活
動
と
組
織
運
営
の
先

頭
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
安
保
条
約
廃
棄
、
核

兵
器
廃
絶
、
戦
争
法
廃
止
、
改
憲
阻

止
な
ど
の
活
動
を
進
め
る
中
で
当
面

５０
人
の
会
員
を
目
指
す
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
は
多
数
の

役
員
が
駆
け
付
け
、
西
晃
会
長
が
代

表
し
て
「
私
が
会
長
に
就
任
し
て
す

ぐ
、
私
の
居
住
区
で
あ
る
都
島
に
平

和
委
員
会
が
誕
生
し
た
こ
と
は
ま
こ

と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
」
と
都
島
平
和

委
員
会
の
結
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

都
島
は
会
員
２６
人
で
総
会
を
開
こ

う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
総

会
当
日
１０
人
（
そ
の
う
ち
女
性
９
人
）

が
入
会
。
会
員
１
・
４
倍
化
で
の
に 

         

ぎ
や
か
な
船
出
と
な
り
ま
し
た
。 

次
は
上
野
会
長
の
抱
負
で
す
。 

「
秘
密
保
護
法
、
戦
争
法
、
共
謀
罪
、

さ
ら
に
は
こ
の
秋
に
改
憲
案
。
許
せ

ま
せ
ん
。
平
和
の
た
め
に
力
に
な
り

た
い
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
う
し
た
人
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た

い
。
そ
の
点
で
、
委
員
会
で
は
な
く

『
平
和
の
会
』
と
名
前
に
も
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
都
島
区
に
は
ナ
ッ
プ
や

戦
旗
の
事
務
所
が
置
か
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
地
元
の
歴
史

を
訪
ね
る
な
ど
取
り
組
み
の
幅
も
広

げ
て
い
き
た
い
。
５０
人
に
は
す
ぐ
な

り
ま
す
よ
」 
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《今月の言葉》  
「欧米では…日本では軍学共同に反対する

運動があることに驚いて記事に」 
「軍学共同反対連絡会」は雑誌の『ネイチ

ャー』…などからの取材を受け世界に発信し
てきた。欧米では軍学共同が当たり前なのに、
日本ではそれに反対する運動があることに驚
いて記事にしており、海外からの反響もある。
それだけ日本の学会がまともな道を歩んでき
たことを物語っていると言える。 
（『「軍学共同」と安倍政権』新日本出版社
68 頁、池内 了氏）     



  

大
阪
安
保
主
催
（
旭
区
平
和
委
員

会
が
協
賛
）
で
６
月
２４
日
～
２６
日
、

沖
縄
連
帯
・
現
地
行
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
行
動
の
参
加
は
１５
人

（
う
ち
旭
区
ほ
ぼ
半
数
の
７
人
）
。 

 

《
行
動
日
程
》 

２４
日
、
普
天
間
基
地
を
視
察 

２５
日
、
大
浦
湾
・
辺
野
古
基
地
建

設
現
場
を
視
察
、
辺
野
古

テ
ン
ト
と
高
江
ヘ
リ
パ
ッ

ド
基
地
Ｎ
１
ゲ
ー
ト
前
テ

ン
ト
激
励
訪
問
、
高
江
座

り
込
み
１０
周
年
報
告
会
参

加 

 

２６
日
、
名
護
市
役
所
で
基
地
対
策

係
と
懇
談
、
嘉
手
納
基
地

視
察 

《
高
江
座
り
込
み
１０
周
年
報
告
会
》 

  

主
催
者
代
表
の
安
次
嶺
現
達
さ
ん

は
、
安
倍
政
権
が
多
数
の
機
動
隊
員

と
当
初
予
算
の
１５
倍
か
け
て
完
成
し

た
と
喧
伝
し
て
い
る
「
ヘ
リ
パ
ッ
ド

が
完
成
し
た
と
い
っ
て
も
赤
土
が
海

に
流
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
た
た
か

い
は
続
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

現
地
行
動
連
絡
会
の
間
島
孝
彦
共
同

代
表
は
「
欠
陥
ヘ
リ
パ
ッ
ド
を
使
わ

せ
な
い
た
め
監
視
行
動
を
再
開
す

る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。 

米
国
出
身
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー

ド
さ
ん
（
写
真
）
は
、
講
演
で
「
オ

ス
プ
レ
イ
は
不
自
然
で
不
都
合
な
飛

翔
体
だ
。
中
国
も
ロ
シ
ア
も
真
似
し

な
い
ガ
ラ
ク
タ
だ
。
こ
の
ガ
ラ
ク
タ

の
訓
練
の
た
め
日
本
は
新
基
地
を
提 

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
衛
隊
も 

  

１７
機
買
う
な
ど
米
国
の
軍
需
産
業
に

貢
献
し
続
け
て
い
る
」
と
批
判
し
ま

し
た
。 

 

                               

 

 

７
月
２
日
、
平
野
区
内
で
「
戦
争
反

対
・
平
和
を
守
れ
！
市
民
パ
レ
ー
ド
集

会
」
が
平
野
平
和
委
員
会
な
ど
の
よ
び

か
け
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
政
党
と
し
て
日
本
共
産
党

と
緑
の
党
が
連
帯
挨
拶
。
大
阪
平
和
委

員
会
か
ら
も
上
羽
事
務
局
長
が
参
加
し

連
帯
挨
拶
し
ま
し
た
。
集
会
後
１
８
０

人
の
参
加
者
は
、
「
国
政
の
私
物
化
反

対
」
の
短
冊
を
つ
け
た
七
夕
の
笹
を
も

ち
「
安
倍
は
退
陣
、
野
党
は
共
闘
」
と

コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
東
住
吉
～
阿
倍
野

ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 
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[福山功勝さんのヤンバル通信№１２]   

沖縄を透（スカ）して見える日本の民主化の前進 

 2015 年 12 月から１年７か月、私は辺野古・高江の現地闘争に参加してき

ました。その間この通信をこれまで１１回重ねてきましたが、急遽帰阪せざ

るを得なくなり、これが最終稿となります。ご了解をお願いいたします。 

 さて、これまでのレポートを読み直してみました。１回目は 16 年６月 25

日号。６月５日投票の沖縄県議選の報告でした。オール沖縄が現有議席を４

議席増２７議席と躍進。共産党は５議席から６議席と与党第１党になり、応

援に入った比嘉みずき候補がトップ当選。２回目は６月 12 日に始まった沖縄

の「国民平和大行進」の報告。悪天候の中 150 名の参加、「通し行進」参加

者の不屈な粘りとキャンプシュワブでの交流の意義。３回目は７月 10 日の参

議院選挙でイハ洋一候補が、島尻あい子に圧勝した翌日に安倍政権は、高江

のオスプレイパッド建設を強行すると発表。22 日には全国から派遣された機

動隊 500 人が反対派を大弾圧。４回目は高江の森を、自衛隊のヘリを投入し

てまで無惨に破壊する安倍政権の異常さを告発。５回目は金に糸目をつけな

い安倍政権の強権行動に、何が何でもヘリパッドは造らせない！実力阻止

だ！と先鋭化するたたかいに、非暴力を貫く高い志の大局観、挑発に乗らず、

地元住民と共に暮らしを守り、平和を目指す真っ当な世論作りの必要性。６

回目はオスプレイパッド年内完成を目指す安倍政権の噓に噓を重ねる強引な

手法への批判。7 回目は翁長知事就任２周年インタビューで、ヘリパッド受

け入れ表明とも取れる「苦渋の選択」発言や最高裁が「辺野古違法確認訴訟」

の上告棄却を決定するなど厳しい情勢の連続のなか「勝つまであきらめない」

を確認。8 回目は新年１月号。昨年末のオスプレイ墜落や、形ばかりの「北

部訓練場返還式」と比べ、同日行われた「オスプレイ墜落緊急抗議集会」の

熱気、大感動の報告。9 回目は最高裁の勝訴判決を錦の御旗に再び辺野古で

の工事再開の無謀報告。10 回目は辺野古座り込み連続１週間の報告。誰も諦

めてはいない。11 回目は名護（辺野古座り込み）と那覇（那覇市議選応援）

を往復しながら安倍政権を打倒し、まともな政治を取り戻そうと訴え。12 回

目（最終稿）、那覇市会議員選挙、共産党は現有 6 議席から 7 議席へ全員当

選。応援に行った前田ちひろは共産党でトップ当選。沖縄から見える日本の

民主化の確実な前進。生きることは闘うこと。闘うことは生きること。 
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夏の恒例行事・「平和のための戦争展」案内 

 

西淀川 展示中      のざと診療所 

天王寺 7 月 28 日、29 日 大阪市社会福祉センター

東大阪 7 月 29 日、30 日 ユトリート東大阪 

堺   8 月  5 日、 6 日 サンスクエア堺  

八 尾 8 月 5 日、 6 日 プリズムホール 

旭 区 8月 12日     旭区民センター小ホール

＊誘い合って見学に行きましう。

８月の行事案内 
1 日（火）海外代表と語ろう！ピースインおおさか 

     18:00 たかつガーデン 
6 日（日）原水爆禁止世界大会・広島 

     13:00 広島県立総合体育館グリンアリーナ
7 日（月）原水爆禁止世界大会・長崎 開会総会 

     15:30 長崎市民会館体育館・文化ホール 
12 日（土）沖縄県民大会 14:00 奥武山公園 
19 日（土）「軍学共同いらない!市民と科学者の集い」
      「ノーモア 731 日本軍細菌戦部隊 」 
      講師 西山勝夫滋賀医科大学名誉教授 

13:30 府社会福祉会館 500 円 

「ヤンバル
通信」の愛読
ありがとう
ございまし
た。 
福山さんは

７月より活
動のステー
ジを大阪に
移します。 
今後大阪平

和委員会理
事としての
活躍が楽し
みです。 

高江の人口 150 人の３倍近くが
狭い体育に詰めかけ熱気ムンムン


